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C日本語教育100号)

状況的学習論と新しい日本語教育の実践

要 = 回

西日光一

行動主義心理学，認知心理学を経て，近年学習研究では状況的学習論が注目されて

いる。状況的学習論では，学習という現象を，主体が知識を獲得したり技能を向上さ

せたりする過程ではなく，むしろ，成員間のコミュニケーションや人や物や道具など

によって構造化された社会的分散認知システムと協調関係を構築していく過程である

と見る。本稿では，まず，これまでの学習観と状況的学習論の違いを浮き彫りにした。

次に，日本語教育の実践と教育方法に関する最近の議論の底流にある学習観と状況的

学習論との並行的な関係を検証した。最後に，こうした新しい学習観に転換したこと

で，日本語教育の可能性が未来に向けて開かれることを指摘した。

【キーワード】 状況的学習論，正統的周辺参加，分散認知，地域の日本語教育，学

びの経験の編成

1.はじめに

従来，学習といえば，人がその「頭の中」に知識を体系的に貯蔵し，将来，

何らかの課題場面に直面したときに，過去に獲得した適切な知識を効率よく

引き出せるようにしておくことだと考えられてきた。しかしながら，近年，

人が学ぶことについての見方に大きな変化が起こっている。それは，端的に

言うと，これまでの個体主義的で主知的な学習観から社会実践論的な学習観

への転換である。筆者の見るところ，最近の新しい日本語教育の実践や教育

方法に関する議論の底流にも，こうした学習観の転換が看て取れるのである。

しかしながら，そう Lた新しい教育方法は，その底流にある学習観が明確に

述べられていないために，その特質が必ずしも十分に理解されていないよう

に思われる。

本稿の目的は 2 つある。 1 つは，新しい社会実践論的な学習論である状況

的学習論に至るまでの学習観の変遷をたどり，それまでの学習観と状況的学

習論の違いを浮き彫りにすることである。いま 1 つは，日本語教育の実践と
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教育方法に関する最近の議論を取り iメダ，その底流にある学習観と状況的学

習論との並行的な関係を検証しつつ，その特質を明らかにすることである。

最後に， こうした新しいさま:静観への転換が滋味するところを述べて結びと

2. 行動主義の学習観から認知主畿の学習観へ

2ぺ 行塁手j主畿の学留観

19301f代から60年代頃までは，行動主義の心}虫学が圧倒的に心理学の世界

を支配していた。行動主義心理学では，学問とは，端的に，刺激に対する反

応の結ひ心っきだとされた。すなわち，学辞は，与えられた刺散に対応させる

べき反応を誘発し，その反応の生起の直後 lこ報酬そ与えるという「条件二付け」

によって形成主れるものとされた。こうした行動主義の学習観は，プログラ

ム学習やドリル@プラクティス方式の CAI の銀理などに典型的に表れてい

る。陸接法による文~l~積み上げ方式という方法も，基本的にこうした学辞観

くものと考えられるけ)。佐伯(1998) は行動ヨ〈義の学苦手観に基づく教

育方法の特徴を簡潔に次のようにまとめている。 ï点接法による文型積み上げ

Jj"式の}京L!J!と非常によく符合するのではないだろうか。

教育の苦J:Wでは， じばしばものごとの 17i磯・ 2基本:J を王手につげることの重姿

性が叫ばれる。そのような「主主総・謀本J を身につける手段には，かならずといっ

てよいほど， IやさしいIl丹婚から阪に難しい問題に進むj という，階段をよるよ

うに一歩一歩，綴'r!!J問題を解いでし吋コースが設定され，それぞれの段階での

「反復綴l '!!'l J が強調される。このようにして獲得された反応機式が，新しい課題

状況でも発隙されることによって，基礎技能が「活用J できるようになるのだ，

ときれてきた。溜J というものがこのように{あとで役に立つj 行動機式の

磁み薮ねで織成されるという考え方を支えてきたのが行動主義心i虫学であった。

(佐伯 1998 ・ 5)

2-2 認知主畿の学欝鶴

行動主義心Hl!'予を批判して， 1960:1手国から認知主義の心理学が台頭してき

た。行動義心即学が人1mの[顕のrjlJ をブラックボックスとして，午:?容を

端的に刺激と反応の結び、っきに還元したのに対し，認知心理学で、は，人間の

学習を，や概念、さらには概念、の換作を伴う，構造化された知識の獲得過

程であると見た。そして， fJこ勤主義心理学のように学習一般を論じるよりも

むしろ，盟解と学官f，知識の獲得，問題解決，技能の熟述イヒ，

いった個々の認知内容に即して，学背の現象を解明していっ

学:背そのものよりも知識の構造や働きの方に研究の譲点が置かれ，
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として学習が論じられたと言ってもよい。ちなみに，認知主義の成立に N.

チョムスキーが極めて大きな役割を果たしたことを付言しておきたい。

認知主義の学習観で強調されることは，人聞は意味もわからないで物事を

丸暗記することは不得手で，何らかの意味づけをしたり，既有知識との関連

性をつけたりして，自分流にその知識を再構成してはじめて，知識を取り込

むことができるということである。反復練習による学習よりもむしろ意識的

な類推による言語ルールの獲得に重点を置く認知記号学習理論 (Cognitive

Code-Learning Theery) は，こうした考え方に基づいて開発された外国語

教授法である。

認知主義の学習観のいま一つの強調点は，知識の獲得が行われるためには，

学習者側の積極的な意味づけ活動が必要であると考える点である。認知心理

学は，知識はそれを受け入れる枠組み(スキーマ)を学習者の方で適切に構

成しなければ受け入れることができないということを明らかにしている。

一方，コンビュータ技術のめざましい発展により，コンピュータは数値計

算だけでなく，記号の処理を実行できるようになってきた。それにともなっ

て，人間の知的過程のシミュレーションを中心としたコンビュータ科学が発

展した。そして，新しい心理学とコンピュータ科学は，言語学，哲学，脳科

学などとも相互に交流し，やがて，人間の知覚，記憶，問題解決，文章理解，

言語理解などに関して総合的に研究する認知科学が誕生するのである。

2-3 問題点

認知心理学は，情報処理モデルを柱として，人間の知的活動を追求し，そ

の中で，知識の構造を解明し，人聞による知識の構造化の過程を明らかにし

た。その研究成果の蓄積は膨大なものであり，人間の知的活動についての我々

の理解を飛躍的に進めた。認知心理学は，認知主体である個人のあらゆる認

知過程に光を当てたと言っても過言ではない。こうした研究成果は今後とも

教育実践の方法を考える上で，重要な資料として活用されるであろう。

しかしながら，認知主義の学習観も行動主義の学習観も，学習を個人の

「頭の中」で起こることとしているという点では同じである。認知主義の学

習観のおかげで，学習者の知的能力を重視して，学習者に「対象に働きかけ

て考えさせる」教育方法が普及した。コミュニカティブ・アプローチの主要

な教授原理である「課題状況の中での問題解決」という考え方も，こうした

教育方法の一つの実現体である。認知主義学習観のこのような貢献は十分に

評価されるべきであろう。しかし認知心理学は， í人が学ぶというのはそも
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そもどういうことか」という根本的な学資鶴号変えるものではなかった。す

なわち学習はそれまでと同様に， r学習f首相人が，頭の仁[1 に特定のまとま

りをもった知識や技能を獲得することだJ C佐{Ij他 1995:2) と考えられ，教

育は，認知主体制人のそうした学科1過程を促進することだと考えられたので

ある。

3. 状況的学習論

3ぺ 状況的学習論成立の背景

90年代に入った頃から，それまで、の認知手'I.~~の考え方へのさまざもまな不満

がi噴出してきた。まず\コンピュ…タ科学:のIil:界で革命が起こった。悩の

神経[UJ路網のシステムを模した並列分散処盟 CParallel Distributed 

Processing, 11略して P D P) が鋸 11日され，爆発的に流行したのである o

PDPでは，それまでのように記号の系列的な処理.をコンビュータに組み込

むのではなく，記号や概念、のラベルがつかない結節点 (node) とそれをつ

なぐ結合(link) により技列的にネットワークを構成した。そして， あたか

も神経細胞の興践がシナプスを過して拡がっていくような殺行的で相互的な

活性‘の伝わり方によって，ネットワーク全体‘で知的なノfブォーマンス

11\すようにシステムがi没計された。そうしたシステムにより，それまで以上

に，文j派依符で全体的な総合判断にもとづく課題解決の過程がシミュレーシ E

ンできるようになった。そしてそれと並行して，脳科学と計算機科学が密接

に述携した研究が促進されるようになったのである。こうした動きは「情報

処理」という言葉のイメージにも大きな影響を与ーえた。認知科学では「情報

処斑u は，ベルトコンベアで処却するように次々と「情報j に変換や加工の

操作を加えて，次の処}lIl機構に転送するというイメージで見られていた。し

かし PDP により，すべてが相互に関部し合ったネットワークこそが計算主

体そのものだというイメージに変わってきたのである。

人間の知識をコンピュータに埋め込んで処到しようという人工知能

研究が当初期待したほどの成果があがらないことから，コンピュータ科学は

人的i と機械との相互交流を研究するインターフェイス研究に向かい始めた。

そしてこうした研究の結果，知的パフォーマンスは，人間だけが行うわけで

も，機械だけが行うわけでもなく，まさに人間と機械とが相互に内 IJ を分

かち合うことで，高度なノfフォーマンスを生み出すという考え方が広がるこ

とになる。

10 



3-2 人閣の知的行為の見直し

このように考えはじめると，我々が日常生活で知的に行動していることの

ほとんどは，道具や装置を利用したり，メモやノートに記録したり，あるい

は身の回りの事物を適切に配置したりデザ、インしたりするというように，人

工物 (artifact) を適切に利用しながら知の営みを遂行しているということ

がわかってきた。そこから， もともと人間の知的活動というのはネットワー

ク型であり，人工物や他の認知主体と分かち合っているのだという分散認知

(distributed cognition) という考え方があらゆる種類の知のモデルとして

浸透していったのである。

このような知の見方をさらに決定的にしたのが，人類学者たちによる認知

研究の成果であった。例えば， Saxe (1989) は，学校教育をほとんど受けな

いまま，路上で物売りをしているブラジルの子供たちが，紙幣やコインの具

体的な特徴や関係を利用して，彼らなりのやり方で非常に正確で効率的な計

算方式を使っていることを見出した。また， Hutchins (1993) はアメリカ海

軍の艦船航行チームの共同作業に関する民族誌的研究を行った。そこで彼は，

6 人の操舵手がさまざまな道具を使いながら協同して船位決定する作業が，

各メンバーの未熟さやエラーによって共同作業全体が機能不全を起こすこと

を避けつつ，目標物と船の角度の情報を海図上の船の位置の情報へと変換し

ていく巧妙な「計算システム」として構造化されていることを明らかにして

いる。 Hutchins はさらに，船位決定する共同作業で，操舵手の隊の新しい

メンバーが周辺的な作業から鍵となる重要な作業へと移行していく過程を記

述している。そして，学習には学ばれるべきものに対する正統的で，効果的

なアクセスを手に入れることが重要であることを強調している。

こうして，人聞の知的行為は，人と人の間及び人と人工物の聞に分散して

いて，成員聞のコミュニケーションやさまざまな場所に配置された物や道具

などによって構造化された社会的分散認知システムとし機能していることが

明らかにされた。そして，学習という現象も，主体が知識を獲得したり技能

を向上させたりする過程ではなく，むしろ， こうした分散認知システムと協

調関係を構築していく過程であると見られるようになった。このような視点

から人聞の知的行為が形成されていく過程を記述しようとする学習論を総称

して状況的学習論と呼んでいる。

3-3 正統的周辺参加論

Lave and Wenger (1991) は，自らの西アフリカにおける仕立屋の研究を
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それまでの徒弟i!ílJ研究を主な:本材として，学校的な学習でない学留の視

点から，人間の「学びj というものを新たに定式化した。これが状況的学博

論の中心的な理論である正統的蹄辺参加論である O

正統的周辺参加 CLegitimate Peripheral Participation，略して L P P) 

という概念、は，学問主体の行為の変化(熟速化)，実践についての理解の変

化，学習主体の自己認識の変化を，社会的実践の構造との関係から包指的iこ

捉えるための枠組みであるは'0 L P P という概念によってお!えられる学智と
は，学習主体が実践共肉体の正式メンバーとして，学習のためのリソ…スが

巧みに構造化されている実際の活動に参加し，その参加形態を徐々に変化さ

せながら，より深く実践共肉体の活動に関与するようになる過程全体を指す。

そして，iF‘統的対i辺参加論(以下， L P P論と略す)では，そうした共同体
の活動への参加や参加形態の変化と連動して，学智主体の行為のあり方，

辞主体によると克践共肉体ーの活動のflJ!解，そして学狩主体の自己認識が，開期

的に変化していくと考えるのである。そこでは，学習は，主体が特定の知識

や技能を獲得する過院であるとは見られず，むしろ，共[問司{体本の史践により深

く参加することに{'刊伴'1平!ドf つで起こるJ友::{体本の全人的な変?容宝であると定式イ化ヒされるの

でで、ある o L21刊1

共i同司件体;の i中いで向一人前とされるアイテデ、ンテイテイ (熟練練4のアイデデ、ンテイテイh, 
identity of n口last日ry) (，い1 カがf耳~h成文 2さ5 才れL る i過品干程宝 vでσあつ fこO さらに， こうし

を伴う新参者の実践共同体への参加に，共肉体の再生産の過程を見出すのも，

LPP論の際だった特数である。かくして，学習の概念は{国人の心理学的な

概念から社会実践論的な概念となり，それは他者とともに営む社会的な実践

の~一部だということになるのであるO

3-4 状況的学習識から見た教育のあり方

状況的学皆ûí命の観点から見ると， E1 るべきものは， I 日本語

がよくできる(日本語非母語話釘の)わたしJ という熟練のアイデンティティ

である。この熟練のアイデンティティには， Iその人が自分らしい自己実現

をするために必嬰な日本誌ができること」とともに， I行動する場面の特性

やその背設を矢口っていること J，そして「わたしは日本誌がよくできる日本

るJ という CI 己認識が含まれる。そして， H本語教育とは，

そうした熟練のアイデンティティを形成するような，守:静のためのリソース

が巧みに構造化された「学びの経験J を編成することである，と見るのであ

る。そのi擦に，実際の活動の 11:1 で， や あるいは「親方J ま
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たは「教師」から提供される「介添えJ (scaffolding, wood et al. (1976)) 

が，実践の場に構造化された重要な学習のためのリソースとなることは言う

までもない。

4. 新しい日本語教育の方法

制 参加に伴う行為の変容

本稿で言う新しい日本語教育の方法は，最も典型的には地域における日本

語教育で議論されている教育方法を指すが，それ以前にも同種の教育方法に

よる教育実践が報告されている。

新しい教育方法の先駆けとなるのが，モナシュ大学におけるイマーション・

プログラムの実践である。尾崎・ネウストプニー(1986) は，同プログラム

の目的を， (1) 日本社会の一分野について日本語で情報を収集させること，

(2) その分野に関して日本語でコミュニケーションができるようにすること，

(3) 情報収集活動を通して，語学教室以外の場面でも日本人と適切に相互作

用が行える能力を育てること， (4) 以上のインターアクションに不可欠な文

法能力を高めることとし，実践例として初級終了段階の学習者を対象とした，

日本語による講義， 日本人参加者とのパネル・デ、イスカッションやビジター・

セッション，家庭訪問による日本人との面談を含むプログラムを紹介してい

る。テーマは「日本の教育」であった。そして， r教室という学習環境自体

を変えていく必要がある」と述べた上で，イマーション・プログラムで提供

される学びの経験について， rイマーションにおける教室とはことばを教え

る，あるいは習うところだけでなく，使う所でもある。日本語は学習対象で

はなく，何かを学ぶための手段，コミュニケーションの手段なのである」と

論じている。

新しい教育方法のもう一つの流れは，日本語中級段階以上の主として学部

留学生を対象とした異文化問教育としての日本語教育である。倉地(1988)

は，日本事情クラスで実践したグルーフ。研究フ。ロジェクトについて報告して

いる。同プロジェクトは，日本の生活習慣や日本人の行動様式に関する一つ

のテーマについてグループで調査研究することを中心としたフ。ロジェクトワー

クの形を採っている。同報告の中で倉地は， rこうした計画や準備に始まる

調査研究作業に携わる過程の中で，留学生の思考力，判断力など認知的な能

力を養い，出来る限りの日本語を駆使して相手との意志疎通を図ることにも

慣れるはずである」と述べ，目的をもった実際の継続的な活動に参加する中
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で， 一般的な認知能力と設耐コミュニケーシ s ンの仕方が連動して変化する

との見解を提示している O 典文化問教育としての日本語教育の実践について

は，その後多数報告されている

コミュニカティブ@アプローチでも， ロールプレイ，ゲーム，プロジェク

トワークなどの，意味やコミュニケーションをしたt学習活動が行われた。

しかしながら，先に述べたように，コミュニカティブ・アプローチでは，依

然として，習得すべき言語知識や一言話技能というものがあって，それを学習

につけさせるための手段としてそうした学腎活動が行われていた。そ

れに対して\イマ…ション・プログラムや倉地らの実践では，拙別的な言語

知識や i:~:i 話技能を教えるということは焦点イとされず\むしろ学腎者が行う活

動の編成にかぶlがi泣かれ， 言語コミュニケーションの仕万は，

i'l''.)に活動に参加する1j-1で，付随的にまた漸進的に形成されていくもの，とい

うふうに位;近づけられているのである。

4そ 行為とま霊解とアイデンティティの変容

LlIIll (1 992) も，同じくプロジェクトワークの方法による学部関学生を対

象とした典文化適応教育としてのは本語教育について被告している。 LLi I王!は，

兇文化j塩出教育の目的を「典文化での自己実現(生きてし、く@分かる)を促

進するための能力を養成するj こととし， rl~l分にとって必嬰な体験を通じ

て，行動の~IIJrIlîでは，側々の行動誌と述掠・;泳連させていき， j品俄の斜面では，

体験したことの雛念イヒを促進してしぺ過程を学習と考えるJ といった学腎綴

している。そして， I 数料の役割は，教え授けたり，後fj'[な:立場から

学腎過程をコント口…ノレすることなどではなく， 自らがさ字詰1環境のーっとな

り，学誌と相五に影特を及ぼし合う存在であるj と述べ， r学符は， その

で'ア:閣議の側人的な行為と規定される」と論じている。I1 IEHの

説では，物や深l:iJや他お!との i討に，岱\1床を構成するインターアクション

要性が強剥され，そうした!主体的な実践のr! Iで，語コミ五ニケーション行

動を合む学野脊の行為のありプ]，新たな自己実説の坊として 1~lc法取り

がそこに説みi以れるのである。

Ij I[五i帰邸側児主主主H足進センターにおける教宵実践には，

自身の闘

の見取り囲

j与をお，;，]していることがさらに HJJ般にぷされている。開センターにおける異

文化適応教育のJt[!念、を論じる 11 1 で，易地(1991 ・ 1-8) は，典文化適Lちでは

14 



各自が自分独自のやり方で社会的実践に参加できるようになることがまず重

要で，その上で，予期せざる問題に機動的に対処しながらも活動の中での協

調関係を維持しつつ，周りの環境と積極的な相互作用を行いながら不断に自

己実現を行う(異文化適応の過程)中で，日本語コミュニケーションの仕方

を調整し，社会・文化的環境についての理解を深め，自己のアイデンティティ

を拡張する過程が学習のプロセスである，というふうに学習を定式化してい

る。

4-3 人を創る社会的実践の編成

以上の教育実践は，教室の中で特定の知識や技能の獲得を目指して「教え」

「学ぷ」という学習経験を「解体」し，内容やテーマをめぐって協同的に学

習する文化的実践として，あるいは，教室の外に出て(または，日本人を教

室の中に呼び込んで)実際に日本人と関わりを持つ社会的実践として，学び

の経験を再編成しようという試みであった。

地域の日本語教育では， これをさらに押し進めて，学習者の身近な日常の

中に，対等なパートナーとしての日本人との活動とコミュニケーションの場

を形成し，そこで行われる社会的実践を通して，日本人と外国人の新たな対

等な関係性を創造し，併せて日本人側も変容を遂げ，外国人にも日本語力の

変化も含めたコミュニティのメンバーとしての新しいアイデンティティを創

造しようという提案がなされている(田中(1993)，田中(1996)，古川・山

田(1996) など)。ここに至って，日本語教育者は，教室を飛び出して，多

文化共生社会を生きる人を創る社会的実践の編成に携わることになるのであ

る。

5. 結び

こうして見ていくと，過去約20年の聞に日本語教育者が自らの教育実践を

見る視点が，より高次なものに移行してきたことがわかる。そして，最近に

なって， í学びの経験の編成」に視点が移行したことは，極めて重要な意味

を持つ。なぜならそれは， í教える」よりも，学習者一人ひとりのあり方を

尊重しながら， í皆が学べる相互作用的な環境」を提供しようという方向に

発想が転換したことを意味し(6〉，またもう一方で，社会との関わりにおいて

教育を編成するという新たな視点を得たことを意味するからである。こうし

た視点、の変化は，日本語教育の可能性を未来に向かつて大きく聞くものであ

る。



j~主

(1) オーディオリンカソレ訟の狩ffi形成と滅後法のそれとの迷いについては四日(1ω5)

を参!l~o

(2) このような認知心型.11学の研究成5誌は波多野編 (1983) に約められている。

(3) Bourdieu (J977) の社会実践J'!H論を継添するところから ， ilと統的周辺参加論では

しばしば i 社会的jlffl.:却という音楽が使われる。

(4) 1 熟練のアイデンテイチイ j とは，行為の熟;迷，災践についての限解，自

3 殺を含む，き芝~する会人的な状態をおす峻念:である。

(5) 伊:IJえば，余地(1991)，徳ヂ1: (1 997) など。

(めそうした主考え方に滋づく数符実践として， ï矧了J (998) は， 自己表現中心の入門

日本総数7守の実践とその版取を報告している0，問教育実践で、は，学潔"éY- (及び教

師)がニ谷磁のトピックについて自分自身のことを「総る j ことにより， 1-教窓コミュ

ニティ」が形成されることが活動の主姿な問的とされた。そして， そうした波動

を過してコミュニティを形成しつつ，学営者はその特質を知り， またその反射と

して車rr しい f~1 凸認識を得，併せて日本溺コミュニケーション能力と '-EI 本絡が話

せる(院本訴JHおおの)わたしj という 1=1 日認識が形成主れることが滋限さ

れfこ。
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